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た，StrePtamJcesの mml
「，　nee 「

s　thio「 遺伝子の 配列から

放 線菌特有の SD 配 列 （リボ ゾーム 結合 に 関係する 配

列）を見出した．

　3． 今後の 展 望

　有用な プ ラ ス ミ ド ベ ク タ
ーが 開発 さ れ た こ とか ら，

抗生物質産生遺伝子 の ク U 一ニ ン グ ， フ ァ
ージベ ク タ

ー
で の ク ロ

ー
ニ ン グな ど近い 将来実現可能で あ る とと

もに ，放線菌の 遣伝子解 析（特 に プ ロ モ ーターの 解明 ）

の 進展 と相俟 っ て 放線菌の 遺伝子操作の 急速 な進展 が

予想され る．
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iATP再生 シ ス テ ム の郵
　生合成経路 に は ATP を必要とす る酵素反応 が 多い

が ，
こ れ を工 業的な有用 物質生産に 応用 しよ うとする

場合に は こ の ATP をい か に して 供給 す るか が重要 な

点 とな る ．ゲ ル 内に 微生 物 を生 きた ま ま 閉 じ込 め
， 複

合酵素系と ATP 生成系 とを 同時に 物質生産 に利用 し

よ うとす る 固定化増殖菌体法 も ATP 供給 の 1 つ の 方

法 で あ る が ，
ATP 再 生 系を 別 個 に 構 成 し， こ れを さ

ま ざま な酵素反 応とカ ッ プ リ ン グ させ る シ ス テ ム は，

さらに広 い 範囲へ の 応用が可能で あ る と思われ る．

　Murata ら
1）

はグル タ チ オ ン 合成酵素と ATP 再生

系 とを 同時固定化 した 系 に よ る グ ル タ チ オ ン生 産 に 関

する研究 を 行 っ て い る．ATP 再生系 と して は酢酸キ

ナ
ー

ゼ あ るい は 酵母 の 解糖系 を用い ，デ キ ス ト ラ ン

結合 ATP の リサ イ クル
， ア セ トン 乾 燥 Saccharom“ces

cerevin
’
as に よ る ATP 再生な どを試 み て お り ，

こ れら

の ATP 再生系を利用 して 連続的 な グル タ チ オ ン 生産

が可 能 で あ る こ とを明 らかに した．

　また ATP 再生の 活性の 増強に遺伝子工 学的手法を

適用す る ア プ ロ
ーチ も試み られて い る．Simosaka ら

2｝

は 解糖系 の 律速酵素 で あ る ボ ス ホ フ ル ク トキ ナ
ーゼ

（PFK ）の 遺伝子 を プ ラ ス ミ ドaol　El に 組 み込 み ，
こ れ

を Escheribhia　eoli　ICク m 一ニ ン グ した．そ の 結果 gene

dosage　effect 　1［ よりPFK 活性は約 7倍に上昇 し， こ

れに 伴 っ て グ ル コ ース ー6一リ ン 酸を 基調 と したAMP →

ATP 変換活性 も増加 した．今後 こ の よ うな 高 PFK 活

性を 持つ 菌の 連続的 ATP 再生 シ ス テ ム へ の 応用が期

待される。

　
一
方 ，光 ヱ ネ ル ギーを 利用 した ATP 再生系の 開発 も

注目さ れて い る．らん藻の 循環型光 リ ン酸化系を 利用

した ATP 再生が Sawa らに よ っ て 報告されて い る e）・

光化学系 1の 電子運搬体として メ トキ シ フ ェ ナ ジ ン メ

トサ ル フ ェ
ー

トを用 い ， 光照射下で ADP とリン酸か

らの ATP 生成量 を測定 した と こ ろ，最大 100μ mell

mg
・Chih の ATP 生成 が 認 め られた．また Larreta

Garde ら
4） は 固定化ク ロ マ トフ ォ ア に よ る ATP 生 産

を試みて い る．光合成細菌から抽出した ク ロ マ トフ ォ

ァ を架橋法，ゲ ル 包括法な どの 方法 で 固定化 し，こ れ

の ATP 生成活性を測定 した と こ ろ，ア ル ブ ミ ン と グ

ル タ ル アル デ ヒ ドに よ る固定化法 が活性収率 お よ び安

定性 の 点で 優 れて い る こ とが わ か っ た．4） さらに ATP

消費系 （ヘ キ ソ キ ナ
ーゼ ） と 同時固定化 した ク ロ マ ト

フ ォ ア に よ る 連続的 ATP 再生 に つ い て も検討 した，

こ の 結果，か くはん式 タ ン ク リア クタ
ー

にお い て 150

時間，カ ラ ム リア ク タ
ーに お い て 100 時間，そ れぞ れ

最初 の ATP 再生活性 が 維持 さ れた．s｝

　 こ れ らの 光 リン 酸化 反 応 を利用 す る シ ス テ ム は光 エ

ネ ル ギーの み で 連 続 的 に ATP を再生で き る た め，省

エ ネ ル ギーお よ び省資源的立場か らも今後 の 発展 が期

待され る，
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騒 発光反応塑
・用 … 剰

　生物 の 発光現象は以前 か らよ く知 られ て い たが ， 最

近，生体成分 の 微量 分析に こ の 発光反 応 を利用 しよう

とする 試み が盛ん に行われるよ うに な っ て き た．

　生物発光 の 中で 最 もよ く知 られて い る の は ホ タ ル の

発光で ある．す な わち，
ル シ フ ェ リン ・酸素 ・ATP が

存在すると，ホ タル ル シ フ ェ ラーゼ の 触媒作用 で 発光

が 起 こ る．こ の 発光 量 は ATP の 濃度に 依存す る の で ，

発光量か ら ATP を定量する こ とが で きる ．生体内に

トピ ッ クス

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


